




茶色の部分にはカラフルな鳥が２羽、そして白い部分には、
羽を広げたツルがいたことに気付いたかな？こういった部分
は、文字の書かれた紙を守るほかに、かざる役割があるよ。

● この作品の名前は「和歌色紙」。 鎌倉時代（12～13世紀）に
　 飛鳥井雅経という人が字を書いたといわれているよ。

羽が青い、カラフルな色、しっぽが長い、

刺繍でできている。丸い形をしている。など

トリ （ツルもOKだよ！）

第 2 問
ステップ  2

ステップ  3

解説

カマキリ／イモムシ など

カエルがトンボをつかまえているよ。それを横取りしようと
しているのか、ほかのカエルたちも集まってきたみたい。実は
今回は展示していない絵の後半にも、カマキリがセミをつか
まえている場面が出てくるよ。小さないきものたちが生きる
自然界のきびしさが見られるね。

● この作品の名前は「餐香宿艶図巻」。
　 中国・清時代（18世紀）に沈南蘋という人が描いたよ。

カエルがトンボをつかまえている

ステップ  2

ステップ  3

解説

第 3 問
カタツムリ

４つの面の右から順に、四季が表されていて、春はサクラソウにアブ、夏は竹にカタツ
ムリ、秋はツタにテントウムシ、冬は枯木にミノムシがいるよ。この虫たちには磁石が
ついていて、自由に位置を変えることができるんだ。あなたならどこに虫をくっつける？

● この作品の名前は「磁石応用四季草虫図衝立」。
　 昭和９年（1934）に工芸指導所という団体が作ったよ。

春：アブ　 夏：カタツムリ 　秋：テントウムシ　 冬：ミノムシ

ステップ  2

ステップ  3
第 4 問

解説

ジャガー

ジャガーは、アメリカ大陸にすむ大きなネコ科の肉食動物だよ。メキシコなどの中南
米では、昔からジャガーを信仰する文化があって、ジャガーの形をしたさまざまなも
のが残されているんだ。この石臼の使い方はよくわかっていないけれど、信仰と関係
があるのではないかと考えられているよ。

● この作品の名前は「ジャガー形石臼」。 7～9世紀に作られたよ。

② 特別な行事に使う

羽を広げたツル

カマキリに
つかまるセミ

第 1 問第 1 問
ステップ  2

ステップ  3

解説
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前期 ： 7/9（火）～8/4（日）
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